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1. はじめに 




判定方法）、JIS A 1481-2（第 2 部：試料採取及びア
スベスト含有の有無を判定するための定性分析方
法）、JIS A 1481-3（第 3 部：アスベスト含有率の X
線回折定量分析方法）が新たに制定された 1)～3)。こ
れに伴い、JIS A 1481 2008（建材製品中のアスベス
ト含有率測定方法）が平成 26 年 3 月 31 日付けで廃






















た。平成 24 年 7 月に ISO（国際標準化機構）から
ISO 22262-1 （ Air quality-Bulk materials-Part 
1:Sampling and qualitative determination of 
asbestos in commercial bulk materials）が発行され





JIS A 1431-2 は位相差・分散顕微鏡および X 線回折






を紹介する。また、平成 26 年 9 月に発行された ISO 
2262-2 （ Air quality-Bulk materials-Part 
2:Quantitative determination of asbestos by 











図 8 および図 9 については、冒頭のカラーページ
（p2～p3）に掲載しています。 
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図 1 日本のアスベスト含有率 0.1%の有無の判断のフロー1)～3)  
平成 8 年 3 月 29 日 基発第 188 号 建築物の耐火等吹付け材の石綿含有率の判定方法について 
1wt%石綿含有率の判定（位走査・分散顕微鏡で確認後含有率測定：XRD によるピーク強度比較法） 
平成 17年 6月 22日 基安化発第0622001号 建材中の石綿含有率の分析方法について 
1wt%石綿含有率の判定（位走査・分散顕微鏡、XRD で確認後定量：XRD 基底標準吸収補正法） 
平成 18年 3月 25日 JIS A 1481:2006 建材製品中のアスベスト含有率測定方法 
0.1wt%まで石綿含有率を算出（位走査・分散顕微鏡、XRD で確認後定量：XRD 基底標準吸収補正法） 
天然鉱物等については適用外 
平成 18年 8月 21日 基安化発 0821001 号 建材中の石綿含有率の分析方法に係る留意事項について 
基安化発第 062201 号の廃止 
平成 18年 8月 21日 基発第 0821002 号 建材中の石綿含有率の分析方法について 
石綿則の基準が 1wt%→0.1wt%に変更されるのに伴い JISA1481 の指定 
平成 18年 8月 28日 基安化発第0828001号 天然鉱物中の石綿含有率の分析方法について 
タルク、バーミキュライト、セピオライト、ブルーサイト中の石綿分析法の記載 
平成 20年 6月 20日 JIS A 1481:2008 建材製品中のアスベスト含有率測定方法（改正） 
6 種類の石綿について規定 一部バーミキュライトの分析法記載 
平成 26年 3月 28日 JIS A 1481-1（第 1 部） 市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法 
平成 26年 3月 28日 JIS A 1481-2（第 2 部） 試料採取及びアスベスト含有の有無判定の定性分析方法 
平成 26年 3月 28日 JIS A 1481-3（第 3 部） アスベスト含有率の X 線回折定量分析方法 

































含有 含有なし 含有 含有なし 
定性分析 
JIS A 1481-3 による分析 
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図 5  偏光顕微鏡の外観図 10) 
 
2.2 光学的特性の観察 
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2.2 光学的特性の観察 





































































































図 6 分散染色の原理文献 4),11)をもとに加筆作成 
 
 
表 2 アスベスト 6 種の光学的特性文献 1),12)をもとに加筆作成 
 
特性 クリソタイル アモサイト クロシドライト アンソフィライト トレモライト アクチノライト







色 無色 無色～茶色 青色～暗青色 無色～明茶色 無色～青白色 無色～青白
多色性 無 弱い 有 無 無 無




α 1.493-1.560 1.653-1.696 1.654-1.701 1.596-1.652 1.599-1.668 1.599-1.668 
γ 1.517-1.562 1.655-1.729 1.668-1.717 1.615-1.676 1.622-1.688 1.622-1.688 
消光性 直消光 直消光 直消光 直消光 直消光、斜消光 直消光、斜消光




浸液 1.550 1.680 1.700 1.605 1.605 1.605 
Q__ マゼンタ～青 黄金色～黄色 青～マゼンタ 黄色～マゼンタ 黄金色 黄金色～黄色






































































































顕微鏡 BX51-P 接眼レンズ×10、対物レンズ×10, ×40）
で 観 察 し た 。 ま た 分 散 対 物 レ ン ズ は 米 国
MacCRONE MICROSCOPES & ACCESSORIES
社製 289-F2 PRO (×10)を使用した。観察画像を図 8、
図 9（本紙 p2~p3）に示す。図 8 はクリソタイル、
アモサイトの標準品、図 9 は試料の顕微鏡画像であ
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